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各 位 
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 （コード番号：3814 東証グロース）  
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上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況および計画期間の変更について 

 

当社は、2021 年 12 月 15 日に、新市場区分（東証グロース市場）の上場維持基準の適合に向けた計画書を提出し、

その内容について開示しております。2022 年９月 30日時点における計画の進捗状況について、下記のとおりお知らせ

いたします。 

記 

 

１．当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

当社の 2022年９月 30日時点におけるグロース市場の上場維持基準への適合状況のうち、「時価総額」については、

11 億円と基準を充たしておりません。また、当社は、2022 年９月期において、長期化する新型コロナウイルス感染

拡大の影響などを受け、純資産の額が正でない状態（債務超過）となりました。 

当該状況により、当社は上場維持基準に係る時価総額基準及び純資産基準が不適合となりました。 

当社は、時価総額に関して当初の計画期間（2024 年９月末）を延長し、2025年９月末までに上場維持基準を充た

すために、引き続き取り組みを進めてまいります。また、純資産基準については、2022年 11 月 14 日公表いたしま

した「債務超過解消に向けた計画について」に記載のとおり、2023年９月期末での債務超過解消※4を目指してまい

ります。 

 

 流通株式数 
流通株式 

時価総額 
流通株式比率 時価総額 

当社の 

適合状況 
 

2021年 6 月 30 日時点 

（移行基準日時点） 
 11,465単位※1 9.5億円※1   45.6 ％※1  22.5億※1 

2022年 9 月 30 日時点 17,996単位※2  6.4 億円※2    55.31％※2   11.7億※1 

上場維持基準 
1,000 単位 

以上 
5 億円以上 25％以上 40 億以上 

計画に記載した計画期間 ― ― ― 2025年 9月末※3
 

2022年 9 月 30 日の適合状況 〇 〇 〇 × 

※1 基準日時点で東京証券取引所が把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出を行ったものです。 

※2 2022年９月末時点の流通株式数、流通株式時価総額、流通株式比率は、当社が株券等の分布状況等をもとに試算を行った 

  ものです。なお、流通株式時価総額の試算における株価は、流通株式数上場株式等の数に、当該末日以前３か月（７月～ 

９月）における日々の最終価格の平均値である 360.46 円を乗じて算出しております。 

※3 2021年 12 月 15日公表の当初の計画に記載した計画期間は、2024年９月末としておりました。 

※4 上場維持基準（純資産）に係る改善期間は、新型コロナウイルス感染症の影響に起因するものであるため、１年から２年に 

延長されます。 

 

https://www.afs.co.jp/


2 

 

２．上場維持基準の適合に向けた取り組みの基本方針、課題及び取り組み内容 

当社は、時価総額基準の充足に向け、企業価値の向上による「時価総額」の拡大を課題として、取り組んでおり

ます。 

（１）上場維持基準の適合に向けた取組の実施状況及び評価 

①．2021 年度（2022 年９月期）の計画概要 

2021 年度（2022 年９月期）は、当社の主要販売先である外食市場においては、新型コロナウイルス感染症

が終息に向かうと思われましたが、2022年１月に入り第６波となったオミクロン株が急速に広がり、年末の忘

年会に続く、新年会には大きな打撃となりました。その後、新型コロナウイルス感染者数の減少とともに、行

動制限措置も全面解除となり、緩やかな景気回復が期待されましたが、オミクロン株による感染再拡大、急激

な円安による物価上昇懸念の拡大など、依然として先行き不透明な厳しい状況が続いております。 

このような環境のもと、当社は、2021 年９月期よりコロナ禍対策製品である、配膳／除菌ロボット等を投入

し第３四半期より本格的な挽回を計画していたものの、上海のロックダウンやウクライナ紛争等の影響を受け、

当社への入荷の遅延が発生し、納品がストップする状況になりました。 

また、前事業年度受注分の当社メインとなる店舗システム機器「FOODα4000」が、予測もしていなかった半

導体不足などの理由により入荷が遅れたことや、自動釣銭機の２度にわたる入荷の遅れにより、連携する全シ

ステム機器の納品がストップとなる事態となりました。このことにより当初計画の 2022 年４月から 2022年 11

月と納品が遅れ、売上高／利益共に前事業年度以上に悪化した赤字決算となりました。 

 

②．2022 度（2023年 9月期）の計画概要（修正理由） 

2022 年度（2023 年９月期）は、上述の売上高・利益悪化の原因となったことを対策し、状況を踏まえさま

ざまな取り組みを推し進め、採算改善に努めますが、当初の計画達成が、翌期以降にずれ込み、結果、事業計

画期間を変更することとなりました。 

事業施策そのものについては、順調に推移しており、変更ございません。2023 年度以降につきましては、2022

年 12月 28日に公表いたしました「事業計画及び成長可能性に関する事項」に則り上場維持基準の適合に向け、

鋭意取り組みを進め当社の企業価値を上げ、持続的な成長へとつながるものとして取り組んでまいります。 

事業計画の詳細につきましては、「事業計画及び成長可能性に関する事項.pdf」をご覧ください。 

 

【業績計画の変更】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ホテル関連事業は、不動産・宿泊事業売却のため、2023 年 9 月期以降はホテル内の実証実験店のカフェ・レストラン

の売上のみとなっており、店舗ショールーム事業のみとして事業名称を変更いたしました。 
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（２）事業計画の施策概要および進捗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①．｢飲食店経営管理システム®｣自動発注､システム機器は、貸倒リスクの少ない２つの形態の販売先からアプ 

ローチ 

大手外食チェーンをターゲットとした｢飲食店経営管理システム®｣自動発注システムの販売は、好調に推移

しましたが、フランチャイジー募集において、ベースとなる ASP サービス事業が、半導体不足等の影響等でメ

インとなる店舗システム機器「FOODα4000」の入荷が遅延する状況が続き、顧客への納品がストップする状態

となりました。 

しかしながら、2022 年 11 月よりメインとなる店舗システム機器「FOODα4000」の入荷も再開されており、

さらに在庫の安定化を図るため、どこでも調達可能な Windows PC に「FOODα4000」の機能を搭載した、

「FOODα4100」を発売し、自動釣銭機においてもグローリー社以外の機種にもプログラム対応し、段階的に挽

回を図っております。 

 

②．無料業務サービス会社との強い協業関係によるシステム連携で取込誘導 

現在コロナ禍において、当社のシステム・サービスの新規顧客開拓は、与信力のある大手飲食店チェーンに

絞った展開をしておりますが、現在の月額サービス取引の７０％を占めているお客様が、お取引が始まった当

初は、数店舗のところが多く、このような小規模のお客様も将来的には大切であると考えております。 

 そこで、昨今、財務や給与を無料でクラウドサービスしている会社が台頭してきておりますが、その中の３割

程度が小規模な飲食店／小売業のユーザーとされており、当社はそうした会社と独占的な提携をし、システム連

動することで、小規模な店舗のお客様もシームレスに獲得して行こうと考えております。 

当施策は、2022 年９月期の下期で自社採用し、連携していく予定でしたが、メインシステム機器の入荷が遅

れたことから、延期となりました。2023 年９月期の下期より計画通り、連携を推進してまいります。 
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③．コロナ禍であっても需要のある製品 サービスショット（配膳・除菌 AIロボット）／ウイルスゲート・シ 

ョット（除菌ゲート））の拡販商品開発 

配膳･除菌 AIロボット「サービスショット」は、上海のロックダウン等の影響により当社への入荷がストッ

プされる状況となり、顧客への納品ができない状況となりました。2022年８月より空輸ができ、安定した納品

ができるメーカーのロボット「α８号機」に変更し、製品確保が安定化したことにより、受注・引き合いも順

調に推移しております。 

「ウイルスゲート・ショット」については、除菌方法が特殊であるため、当製品自体の認知や効果の認知に

時間がかかりましたが、長引くコロナ禍において、徐々に支持されはじめ、飲食店以外に学習塾チェーンなど

にも納品し、子供たちや保護者の方に好評を得ております。その後、追加のロット発注が困難となり、ペース

は落ちておりましたが、今後半導体の影響を十分考慮した増産により、販売拡大が見込まれるものとなってお

ります。 

 

④．コロナ禍であっても業界／業種の水平展開ができる製品の開発／市場投入 

上記の理由により、遅れておりました AI ロボット「サービスショット」や、｢ウイルスゲート・ショット｣

の販売については、外部環境の変化と共に、2022 年８月より販売を開始した「α８号機」の販売も好調であり、

他業種からの引き合いも増えており、今後、販路拡大に推進してまいります。 

 

３．上場維持基準に適合していない項目ごとのこれまでの状況を踏まえた今後の課題と取り組み内容 

当社は、時価総額の基準達成においては、事業計画に基づいた業績の持続的向上による企業価値の向上、業績拡

大に伴っての現在の配当に基づく株主還元、それとともに株式市場で適正な評価を得るための IR活動の推進・強化

が課題であると認識しており、以下の取り組みを行ってまいります。 

・事業計画における各施策を着実に進め、2025年９月期の計画数値の達成による企業価値の向上に全力で取り組

んでまいります。 

・配当性向 30％を基本方針とした、安定的かつ継続的な配当ができる収益体質の改善に努めてまいります。 

・IR 活動を強化し、任意の情報開示や PR活動の強化も含めて一層積極的に取り組んでまいります。 

 

引き続き、ステークホルダーの皆様のご期待に応えられるよう努力してまいりますので、今後ともより一層のご理

解とご支援をよろしくお願い申し上げます。 

以 上 

 


